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Ⅰ．はじめに

総務省統計局の発表によると、平成22年
10月１日現在の我が国の総人口は１億2805
万６千人で、人口増加率は調査開始以来最
低となっている。今後、総人口は加速度的
に減少し、2055年には9,000万人を割り込
むことが予測されている。

また、総人口に占める高齢化率は20.2％
から23.1％に上昇し、５人に一人が高齢者
という「本格的な高齢社会」を迎えている。

鹿児島県の総人口は1,706,242人で前回調
査の平成17年に比べ46,937人減少（平成17
年比2.7％減）している。高齢化率は平成
17年比、1.7％増の26.5％（全国23％）で全
国第12位である注１）。

我が国における世帯の状況をみると、一
般世帯数は調査開始以来、初めて5000万世
帯を超え、その中で世帯員１人世帯が最も
多い（一般世帯の31.2％）。
「一人暮らし65歳以上人口」は、高齢者

人口の15.6％を占め、65歳以上女性の５人
に１人が一人暮らし高齢者である。

鹿児島県における１人世帯は243,096世
帯（一般世帯の33.4％）と多く、全国第３
位である。

また、65歳以上人口に占める一人暮らし
高齢者は22.8％（17年比6.1％増）となり、
全国都道府県で最高となっている。そのう
ち一人暮らし男性高齢者は23,153人（17年
比増加率20.1）で、増加率は15年前に比べ
ほぼ倍（97.4％増）となった。

鹿児島県における人口構造と世帯の状況
は、世帯人数が減少する一方注２）で、高齢
化率の上昇と高齢者の一人暮らし世帯が増
加する傾向を示している。このような状況
下で、一人暮らし高齢者が孤独感や不安を
抱かずに住み慣れた地域で安心して過ごせ
るよう、地域の役割に期待することころは
大きく、高齢者の徒歩圏に地域交流の場を
設けることや住民の外出を促す等の地域づ
くりは必要なことのひとつである。なお、
鹿児島市の町内会加入率は59.7％（中核都
市37市、平均加入率76.9％）と低い注３）。
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Ⅱ．研究の目的と方法

本研究は、一人暮らし高齢者に視点をあ
て、地域でのつながりや生活行動を調査・
分析し、高齢化先進県である鹿児島県の地
域コミュニティの在り方についての知見を
得るものである。

鹿児島市で早期に造成された住宅団地に
おいて、昭和62年以来継続されている「Ｍ
独居老人給食会」に参加している一人暮ら
し高齢者を対象に、各戸の訪問面接調査を
行った。

Ⅲ．調査の対象と概要

１．調査対象地域、調査対象者

本調査対象地域の住宅団地は、昭和35年
に土地区画整理事業における都市計画決定
がなされ、工事概成が昭和41年度である。
団地は１丁目から７丁目までで構成され、
団地総人口は24,127人、高齢者数4,473人、
高齢化率18.5％（平成23年３月）である。
調査対象者の居住地区は、１丁目、２丁目、
６丁目である。対象地区と鹿児島市の高齢
化率を表に示す（表１）。

［１丁目］：Ｍ台地の南東部に位置し、市の
中心部に近く、大学・公営住宅があり、隣
接する２丁目が土地区画整理事業に入ると
きにはすでに住宅が建っていた地区であ
る。

［２丁目］：幼稚園、小学校、公営住宅があ
る。今回の対象地区の中では、最も高齢化
率が高い地区である。

［６丁目］：給食事業の行われる福祉館があ
る地区で、福祉館の隣地には、テレビ放送
局と公営住宅があり、また、医院やストア
等の購買施設、飲食店が多数ある地区であ
る。

総人口（人） 高齢者数（人） 高齢化率（％）
市全体 604,133 126,977 21.0
１丁目 3,771 791 21.0
２丁目 2,853 795 27.9
６丁目 3,630 651 17.9

予備調査を2011年７月に行い、本調査
は、８月23日から９月７日まで行った。各
戸を訪問面接し、聞き取りを行った。調査
内容は、給食事業参加に関すること、外出
状況、地域活動参加状況等である。

また、調査対象者は、「Ｍ独居老人給食
会」に会員として登録している高齢者54人
中、調査不能３人、拒否６人、現在は子と
同居しており非該当となる２人を除く43人
である。

２．「Ｍ独居老人給食会」について

2-1．設立の経緯

昭和60年頃から、地域住民の中で高齢者
が多くなり、一人暮らし高齢者の交流を目
的に、62年５月第１回「Ｍ独居老人給食会」
が行われた。当時、交流の場の「ふれあい
サロン」（平成６年、全国社会福祉協議会
が、高齢者の仲間づくりを提案し地域に組
織づくりを働きかけた）などもなかったた
め、会の目的を「会食を通して独り暮らし
老人のふれあいの場をつくり、お互いの交
流の輪を広げ孤独感の解消をはかる」とし
て、スタートした。

給食会はＭ校区社会福祉協議会、高齢者
クラブ連合会、民生委員協議会の協力で始
まり、月１回の給食会は会場を鹿児島市Ｍ
福祉館とし、運営は、地域住民ボランティ
アによる互助活動である。

2-2．運営

「Ｍ独居老人給食会」の会員資格は、Ｍ

表１　調査対象地区の人口と高齢化率
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地域に居住する65歳以上の独居者である。
現在、参加者の最高年齢は93歳、平均年

齢82.8歳である。
毎月の給食会は昭和62年から休むことな

く続けられ、平成22年７月で344回を迎え
た注４）。月１回の給食会には、毎回68～76
名の参加があり注５）、材料調達のため、ボ
ランティアが事前に電話等で参加人数を確
認している。当日は「出席簿」を皆の前で
読みあげ出席確認を行う。食事後は演芸

（歌、楽器演奏）・講話・レクリエーション
等が行われ、おしゃべりとともに楽しいひ
と時を過ごしている。

運営費は、給食会参加費（毎回１人300
円）と、高齢者クラブ連合会からの年３万
円、紫原校区社会福祉協議会からの年８万
円の、年間合計11万円と、民生委員や給食
会への招待客からの寄付金、福祉バザーの
収益などで賄われている。出費は、会場
費・光熱費として１回5,000～6,000円、食
材費等であり、最近は当初の寄付金を取り
崩して運営が行われている。

給食会の調理は、毎月10～13人のボラン
ティアが、参加人数の把握、献立、買い物、
調理、会場設営、洗い物等を行っている。
ボランティアの多くは65歳以上で、設立当
初からのボランティアには90歳もいる。平
成17年からは、鹿児島女子短期大学生活科
学科食物栄養学専攻の学生と教員が、ボラ
ンティアで会場設営、配膳、片づけ、調理

（教員だけが参加）等に参加している。

Ⅳ．調査結果と分析

１．回答者の概要

1-1．年齢と独居年数

回答者43人の年齢は73歳以上で、その
93％が後期高齢者である。30％が独居年数
20年以上である（表２）。

1-2．住居形態

調査回答者の住居に関しては、表３のと
おりである。全体の67.5％が集合住宅（公
営住宅：県営、市営）居住者であり、借家
居住者が約70％である。

1-3．医療・福祉に関する状況

通院の状況は表４のとおりで、88.4％が
通院している。また、表５に示すように回
答者の約42％の18人が介護認定を受けてお
り、デイサービス利用者はその72.2％であ
る（表６）。

表２　回答者の概要

表３　住居形態
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２．「Ｍ独居老人給食会」に関する調査結

果

2-1．参加形態

回答者43名中、毎月参加者は39名で、参
加年数５年以上10年未満が７名、10年以上
が16名であり、半数以上の53％が５年以上
参加者である。また、参加年数１年未満９
名、３年未満８名である（図１）。高年齢
者ほど毎月参加し、参加を楽しみにしてい
ることが分る（表７）。

参加のきっかけは「会に参加している知
人・友人の誘い」が最も多く（31名）、中
には「寡婦会の人から教えられ」入会した
者もいる。

Ｍ福祉会館への交通手段は徒歩30名、押
し車４名、杖使用５名、車１名、その他３
名でバスを利用する者はいない。押し車や
杖使用の者も毎月参加している（表８）。

2-2．給食会の魅力

給食会参加の魅力については「美味し
い」が多く（33名）、続いて「安い」「栄養」
等と答えている（図２）。自由回答では「薄
味で年寄向」「手づくり」「種類が豊富」「ご
ちそう」等の記述がある。給食会の特徴は、
高齢者ならではの手づくり、昔ながらの味
付け、季節料理等である。

一人暮らしでは弁当などを買いがちで、
味付けが高齢者の口に合わない、また、つ
くるとしても食材は多くなく、簡素になり
がちである。まさに、一人暮らしの高齢者
には、懐かしい「ごちそう」なのであろう。

つくり手であるボランティアは、長年家

図１　給食会参加年数

表６　介護保険のサービス利用状況

表７　年齢階層と給食会参加頻度（単位：人）

表８　給食会参加手段と参加頻度（単位：人）

表４　通院の状況（単位：人）

表５　介護認定とその内容　（単位：人）
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庭の中で食事作りを担ってきた。その経験
が皆に喜ばれる、必要とされるボランティ
アとなっている。高齢でも、その経験を活
かし、社会で必要とされることの意義は大
きい。

もうひとつの魅力は、「知り合いに会う
のが楽しみ」「おしゃべりの機会」であり、

「顔見知りが出来るのがいい」「友達づく
り」「顔が見られて嬉しい」「みんなと話す
のが楽しい」「ありがたい」などの記述が
多く、会の目的である「交流」が達成され
ている。また、少数であるが「なわばりが
あり、気を遣う」「席が決まっていて話す
機会がない」との意見もあった。

2-3．給食会によるつきあいの広がり

給食会に参加したことで「知り合い、友
人が増えたか」の問いには、43名中38名が

「増えた」と答えている。しかし、「欠席者
への電話や町などで見かけた時の安否確
認」については「する」と答えた者は24名、

「しない」と答えた者は19名であった（表
９）。

また、給食会以外で、お茶をのんだり、
おしゃべりをしたり、出かけたりするのは
21名で、「買い物」「他の会合（お達者クラ
ブ、老人会、おごじょ会、寺の世話）」「旅

行」等を挙げている。特に自由記述では、
スーパー近くの公園で買い物前後のおしゃ
べりを挙げている。給食会だけのつきあい
は22名である。

さらに、「欠席者への電話や町などで見
かけた時の安否確認」を「する」と答えた
24名全ての者は「知り合いが増えた」と答
えている。

2-4．まとめ

昭和62年「Ｍ独居老人給食会」が設立さ
れた時代背景には、昭和55年をピークに高
齢者の子との同居率の減少と独居高齢者世
帯の増加傾向がある。また、高齢者の自殺
率も高く高齢者問題が社会的な関心となっ
てきた時代でもあった。

そのような中、地域住民の主体的活動に
よって設立された「Ｍ独居老人給食会」は、
交流を深め外出を促す、時流に先駆けた住
民参加型コミュニティづくりであった。

参加者は、参加年数が増すごとに知り合
い・友人が増え（１年未満参加者９名中知
り合いが増えた者７名、５年未満３名中３
名、10年以上16名中15名）、給食会以外で
のつきあいも広がりをみせている。

75歳以上の高齢者は年齢とともに身体機
能の低下傾向を示し外出行動が億劫になり
がちだが、毎回給食会に参加していること
は「参加すること」に大きなメリットがあ
ると考えられる。高齢になる程に、兄姉や
友人・知人との別れも増え、喪失感を覚え
る機会も多くなる。馴染みの関係である

図２　給食会の魅力　（単位：人）

表９　給食会と友人・安否確認　（単位：人）
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「Ｍ独居老人給食会」で顔を見、語ること
で、一人暮らしで、吐くこのできない悲し
みや孤独が癒され、「ひとりではない」と
いう、思いが感じ取れると推測される。

また、月１回の給食会の集いが、安否確
認や買い物途中の公園での「おしゃべり」
になり、交流が日常的に広がっていること
が、自由記述の中に見られた。一人暮らし
の日常は、時として、一日中だれとも話さ
ないこともある。公園でのおしゃべりは、
一日の中での変化にもなり、引きこもりを
防ぎ、気分転換にもなる。さらに、公園は
さまざまな情報交換と情報収集の場となり、
時にはひとりでは理解が困難な介護保険等
の情報整理の場ともなるであろう。

地域の公園が、交流と情報共有の場と
なっている。

３．外出状況　

3-1．外出頻度と目的

日常生活での買い物や散歩等の外出頻度
は、「ほとんど毎日」が58.1％、「週に３～
４回」が32.6％で、合計約90％となる（図
３）。

外出目的は、「病院・診療所へ行く」が
31人（72.1％）と「買い物」29人（67.4％）
が多く、「町内会、老人クラブ、お達者ク
ラブの活動」も29人である。また、「地域
福 祉 館 等 の 公 共 施 設 に 行 く 」 も23人

（53.5％）と多い。複数回答であるが、外
出頻度が「ほとんど毎日」の人が多いこと
と関連があると考えられる（図４）。

3-2．外出手段と、外出時困っていること

外出手段は、「徒歩」が21人（48.8％）、
「杖や押し車を使って徒歩」の人が11人
（25.6％）、「バス」が６人（14％）で、自
家用車は少ない（表10）。また、外出時困っ

て い る こ と は、「 特 に は な い 」 が27人
（62.8％）で最も多いが、続く「道路や歩
道に段差、傾斜が多い」と回答した13人

図３　外出頻度

図４　外出目的　（単位：人）

表10　外出手段

図５　外出時に困っていること　（単位：人）
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（30.2％）については、回答者が73歳以上
であること、対象地区が台地で坂道が多い
ことがその理由と考えられる注６）注７）。ま
た、「ベンチなどの休憩所やトイレの数が
少ない」４人（9.3％）、「車を運転できる
者がいないため、買い物や通院に不便」２
人（4.7％）、「道路の横断が不安」２人

（4.7％）となっているが、地域の加齢が進
行するに伴い、対応が必要である（図５）。

3-3．通院

通院していると答えた人で、内科に通院
している31人（72.1％）は後期高齢者で、
そのうち地域内の近距離が最も多いが、眼
科は、地域内には一軒しかなく、遠距離が
最も多い。地域の徒歩圏内を近距離とした
が、近距離であっても、道路が狭い・坂道
である等の問題や、バス停までの道のりに
ついての困難さは、今後の外出を阻む要因
となる（表11）。

４．地域活動参加状況

現在参加している団体や組織について
は、「老人クラブ」34人（79.1％）、「趣味、
健康、スポーツ・レクリエーションのサー
クル・団体」が27人（62.8％）、「お達者ク
ラブ」22人（51.2％）で、多くの人が、社
会参加をして活動的な生活をしているとい
える（図６）。

Ⅴ．まとめ

一人暮らしの高齢者を対象とした「Ｍ独図６　参加組織・団体　（単位：人）

表11　通院状況

通院距離 近距離 中距離 遠距離

内
科

通院人数 21 3 7

頻度

1/月：10人 2/月：2人 1/月：5人
1/週： 3人 1/週：1人 1/週：1人
2/月： 2人 3/週：1人
2/週： 1人 （送迎付き）

年齢（歳）
　～75 1人 1人
76～80 5人 3人 4人
81～85 8人 2人
85～90 6人
91～　 1人

眼
科

通院人数 6 4 8

頻度

1/月： 3人 1/月：2人 1/月：3人
2/月： 1人 4/年：2人 2/月：1人
2/年： 1人 2/年：1人
不明： 1人 不明：1人

年齢（歳）
　～75 1人 1人
76～80 1人 2人 2人
81～85 3人 2人
85～90 2人 2人
91～　 1人

整
形
外
科
・
リ
ハ
ビ
リ
関
連

通院人数 7 5 1
1/週： 2人 1/週：2人 不明：1人
3/週： 1人 2/週：1人
5/週： 1人 3/週：1人
3/年： 1人 不明：1人
4/年： 1人
不明： 1人

年齢（歳）
　～75 1人
76～80 1人 1人
81～85 5人 4人
85～90
91～　

歯
科
・
耳
鼻
咽
喉
科
等

通院人数 5 3 4

頻度
2/月： 1人 1/月：1人 1/月：3人
1/年： 1人 2/週：1人 4/年：1人
不明： 3人 不明：1人

年齢（歳）
　～75 1人
76～80
81～85 2人 1人 3人
85～90 3人 2人
91～　

※　近距離：住宅団地内の徒歩圏
　　中距離：バスで約10分の距離
　　遠距離：バスで約30分の距離
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居老人給食会」には、食事に参加する高齢
者と、食事だけでなく、ボランティアで調
理も行う高齢者がいることがわかった。こ
のことは、会の運営は住民が主体であり、
住民による互助活動が運営方針であること
の実践であるといえる。

毎月徒歩で参加する高齢者がほとんどで
あるが、美味しい、安い、栄養を考えてあ
るなどの理由で給食会の評価が高い一方
で、地域の人との交流と、つきあいの広が
りに大きな機能を果たしていることが確認
できた。

また、給食会参加者の約半数は、一人暮
らしというライフスタイルの共有によって
成立し、お茶会や旅行などに発展して、人
間関係の広がりへと繋がっている。

給食会は、一人暮らし高齢者にはなくて
はならない、地域の繋がりを維持するもの
といえる。

一人暮らしの年数が20年以上の人が28人
（65.1％）と集合住宅居住者が67.5％である
ことも、馴染みの関係の構築と、参加状況
の把握を容易にさせ、給食会を盛んにして
いる要因ではないかと考えられる。給食会
の欠席が、一人暮らしの高齢者への安否確
認のきっかけにもなっている。

今後の給食会の課題として、参加者の増
加への対応、ボランティアの確保、経費の
確保等があり、手作りの食事の良さをどこ
まで維持できるかが挙げられる。

外出行動についてみると、給食会に徒歩
で参加する人の中には足が不自由な人がい
る。会場近くのストアの入り口に置いてあ
るベンチや、公園のベンチが役に立ってい
るという回答がある。単に休憩だけでな
く、人との交流の場、情報交換の場になっ
ていることから、その設置意義は大きいと
いえる。

給食会の約90％の人が、週に３，４回以
上、通院、買い物、地域活動参加目的で外
出している。今後は後期高齢者の増加が予
想されていることからも、坂道が多いとい
う地形上の不利は外出における今後の大き
な課題であり、また、男性参加者が少ない
ことも今後の課題といえる。

次稿では、近所つきあい、子ども・親族
とのつきあい、生計と心配事、緊急時の対
応態勢についての分析 ･ 考察を行う。
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注

注１）県内で最も高齢化率の高い市町村は
南大隅町（43.3％）で、最も低い市
町村は鹿児島市（21.2％）である。

注２）本県の一般世帯の１世帯当たり人員
は、平成17年の2.35人から平成22年
2.27人と減少し、世帯そのものは
小さくなっている。

注３）南日本新聞、2011年10月８日：「町
内会の加入率が最低」

注４）「Ｍ独居老人給食会」はその長年の
功績に対し、鹿児島市などから社会
ボランティア賞、社会福祉功労者団
体賞などが授与されている。

注５）会の登録会員は54名だが、給食会に
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は、会への理解を深めてもらい参加
者への勧誘に繋がればと、毎回自治
会長・町内会長などを来賓として招
待、また、講演者・ボランティアも
一緒に給食会に参加するため人数が
増えている。

注６）全国調査注7）と比較すると、困って
いることは「特にない」が64.7％で
差がないが、「道路に段差・狭い・
滑る」が11.2％に対し、調査対象地
域では30.2％と高く、この地域では
外出は容易ではないことを示してい
る。

注７）「平成22年度第７回高齢者の生活と
意識に関する国際比較調査」、内閣
府
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